広島県環境影響評価に関する条例施行規則（平成十一年広島県規則第二十六号）
改    　  正  　    案
現  　　    　　　行

　（方法書の作成）

第四条　（略）
２～４　（略）
５　対象事業に係る条例第五条第一項第四号に掲げる事項の記載に当たっては、環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法の選定の理由を明らかにするものとする。
６～７　（略）

　（方法書の作成）

第四条　（略）
２～４　（略）
５　対象事業に係る条例第五条第一項第四号に掲げる事項の記載に当たっては、環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法の選定の理由（条例第四条第一項の技術指針に掲げる当該対象事業に係る標準項目を選定しなかった場合には、その理由を含む。次項において同じ。）を明らかにするものとする。
６～７　（略）


　（港湾湾計画に係る環境影響評価その他の手続を行う場合の条例施行規

　則の読替え）

第四十五条　（略）
　（港湾計画に係る環境影響評価その他の手続を行う場合の条例施行規則

　の読替え）

四十五条　（略）


（略）
（略）
（略）


（略）
（略）
（略）



第十三条第六項
（略）
対象港湾計画に定められる港湾開発等に係る条例第三十六条第二項において準用する条例第十三条第一項第五号に掲げる事項の記載に当たっては、港湾環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法の選定の理由を明らかにするものとする。


第十三条第六項
（略）
対象港湾計画に定められる港湾開発等に係る条例第三十六条第二項において準用する条例第十三条第一項第五号に掲げる事項の記載に当たっては、港湾環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法の選定の理由（条例第四条第一項の技術指針に掲げる当該対象港湾計画に定められる港湾開発等に係る標準項目を選定しなかった場合には、その理由を含む。）を明らかにするものとする。



（略）
（略）
（略）


（略）
（略）
（略）





